
　

は
じ
め
に

　

中
原
悌
二
郎
（
一
八
八
八
―
一
九
二
一
年
）
が
収
集
し
た
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

当
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
一
九
八
八
年
に
遺
族
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
通
常
の
展
示
は
な
く
、
中
原
の
企
画
展
の
際
に
数
点
展
示

さ
れ
る
に
過
ぎ
ず
、
あ
ま
り
活
用
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
１
。
二
〇
二
一

年
、
中
原
の
没
後
百
年
を
機
に
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
容
を
公
開
す
る
こ
と
と
し

た
。
そ
れ
は
、
今
後
の
中
原
芸
術
の
理
解
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
の
こ
と
で

あ
る
。
た
だ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
写
真
は
一
三
三
点
を
数
え
る
た
め
、
数
回
に
わ
た
っ
て

紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。
ち
な
み
に
そ
の
内
訳
は
以
下
の
よ
う
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

ロ
ダ
ン
の
彫
刻
お
よ
び
そ
の
記
述　

十
一
点

ギ
リ
シ
ア
彫
刻　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
点

日
本
仏
像
・
肖
像
彫
刻　
　
　
　
　

六
二
点

日
本
古
代
寺
院
建
築　
　
　
　
　
　

十
四
点

伎
楽
面
・
舞
楽
面　
　
　
　
　
　
　
　

八
点

日
本
古
代
仏
教
造
形
物　
　
　
　
　
　

五
点

東
洋
古
代
仏
教
造
形
物　
　
　
　
　
　

二
点

西
洋
絵
画　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
三
点

日
本
古
代
仏
教
絵
画　
　
　
　
　
　

十
一
点

水
墨
画　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
点

頂
相　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
点

近
世
工
芸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
点

墨
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
点

　

今
回
は
「
ロ
ダ
ン
の
彫
刻
お
よ
び
そ
の
記
述
」
お
よ
び
「
伎
楽
面
・
舞
楽
面
」
に

つ
い
て
紹
介
す
る
。
こ
れ
ら
二
種
類
の
写
真
を
手
始
め
に
紹
介
す
る
の
は
以
下
の
理

由
に
よ
る
。
ロ
ダ
ン
作
品
の
写
真
を
取
り
あ
げ
る
の
は
、
中
原
に
関
す
る
文
字
資
料

の
な
か
で
ロ
ダ
ン
に
関
す
る
記
述
が
多
い
た
め
、
多
く
の
フ
ァ
ン
や
研
究
者
が
最
も

目
に
し
た
い
写
真
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。「
伎
楽
面
・
舞
楽
面
」
を
取
り
あ
げ

る
の
は
《
若
き
カ
フ
カ
ス
人
》
の
理
解
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　
中
原
悌
二
郎
に
と
っ
て
の
ロ
ダ
ン

　

親
友
の
中
村
彝
は
中
原
の
芸
術
的
直
観
に
つ
い
て
「
知
識
慾
の
旺
盛
な
洋
画
の
学

生
に
と
つ
て
は
そ
の
飢
餓
を
充
た
す
べ
き
何
も
の
も
な
い
、
貧
弱
際
ま
る
時
代
で
あ

つ
た
が
、
中
原
は
斯
る
中
に
あ
つ
て
、
よ
く
自
分
の
進
む
べ
き
方
向
を
知
り
、
異
常

な
る
直
覚
と
本
能
と
に
よ
つ
て
、
多
く
の
ガ
ラ
ク
タ
の
中
か
ら
真
の
天
才
を
発
見
し
、

そ
の
中
か
ら
尊
い
も
の
を
汲
み
取
る
事
を
怠
ら
な
か
つ
た
２
」
と
述
べ
る
（
引
用
は

適
宜
旧
漢
字
を
あ
ら
た
め
た
、
以
下
同
様
）。
そ
う
し
た
直
観
に
よ
っ
て
収
集
し
た

の
は
、
ミ
レ
ー
、
ド
ラ
ク
ロ
ア
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
ド
ナ
テ
ロ
、
雪
舟
、
牧
谿
等

の
写
真
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
浅
草
や
本
郷
の
夜
店
か
ら
安
く
掘
り
出
し
た
も
の
で
、

彼
の
三
畳
の
小
室
の
壁
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
た
３
。
そ
し
て
つ
い
に
中
原
は
そ
の

後
の
道
を
決
定
づ
け
る
ロ
ダ
ン
の
《
考
え
る
人
》
の
写
真
版
と
出
会
う
の
で
あ
る
。

そ
の
時
の
感
激
か
ら
中
原
が
口
に
し
た
言
葉
は
中
村
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
書
き
留

め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
ど
う
だ
⁉　

聞
い
た
事
も
な
い
彫
刻
家
だ
が
、
恰
る
で
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
の
や
う
に
獰
猛
だ
。
こ
の
線
を
見
ろ
。
こ
の
山
の
や
う
な
線
を
見
ろ
。
こ
れ

が
分
ら
ん
様
な
奴
は
死
ん
で
了
ふ
が
い
ゝ
の
だ
。
僕
は
昨
晩
一
晩
木
炭
で
模
写

•••••••••

•••••••••

中
原
悌
二
郎
の

　
　
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
一
）

武
　
井
　
　
　
敏
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し
て
見
た
が
、
い
く
ら
描
い
て
も
描
い
て
も
大
き
く
許
り
な
つ
て
木
炭
紙
を
二

枚
つ
な
い
で
も
入
り
き
れ
な
い
の
だ
。
こ
の
山
の
様
な
線
は
殆
ど
無
限
に
長
い

や
う
に
感
じ
ら
れ
て
仕
方
が
な
い
４
。

《
考
え
る
人
》
に
出
会
え
た
中
原
の
感
情
の
高
ま
り
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

そ
れ
と
と
も
に
、
収
集
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
時
に
は
そ
れ
を
模
写
し
て
研
鑽
を

積
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
ロ
ダ
ン
芸
術
と
邂
逅
し
た
中
原
は
そ
の
後
ロ
ダ
ン
へ
傾
倒
し
て

い
く
。
そ
れ
は
、
明
治
四
二
年
七
月
一
六
日
の
日
記
内
の
記
述
「
ロ
ダ
ン
彫
刻
の
写

真
に
接
し
た
時
に
（
中
略
）
非
常
な
る
喜
び
と
希
望
と
を
感
じ
た
。（
中
略
）
今
迄

の
煩
悶
が
ま
る
で
一
掃
さ
れ
た
や
う
で
あ
つ
た
５
」、
明
治
四
五
年
に
に
戸
張
孤
雁

と
と
も
に
赤
坂
三
会
堂
で
開
か
れ
た
第
四
回
白
樺
美
術
展
で
の
感
想
「
是
が
死
ぬ
ま

で
に
た
つ
た
一
目
で
も
と
願
つ
た
ロ
ダ
ン
の
彫
刻
６
」、
大
正
五
年
の
自
身
が
彫
刻

家
に
な
っ
た
動
機
と
制
作
態
度
を
つ
づ
っ
た
文
章
中
の
「
ロ
ダ
ン
の
芸
術
は
自
然
そ

の
も
の
ゝ
如
く
真
実
で
あ
る
７
」
な
ど
に
如
実
に
現
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
今
で
も

私
は
暇
あ
る
毎
に
、
ロ
ダ
ン
の
製
作
の
写
真
か
ら
手
を
放
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
８
」
と
も
述
べ
る
。
こ
う
し
た
ロ
ダ
ン
へ
の
情
熱
を
推
し
量
る
に
は
残
念
な
が
ら

少
な
い
枚
数
で
あ
る
が
、
以
下
に
現
在
確
認
で
き
た
十
点
の
写
真
を
紹
介
す
る
。

《
若
き
カ
フ
カ
ス
人
》

　

中
原
の
後
期
の
作
品
に
つ
い
て
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
こ
と
だ
が
、
そ
の
粘
土

を
止
め
つ
け
る
よ
う
な
タ
ッ
チ
も
あ
っ
て
、
彼
自
身
の
ロ
ダ
ン
へ
の
意
識
は
別
と
し

て
、
少
な
く
と
も
作
風
は
ロ
ダ
ン
か
ら
離
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
こ

と
に
関
わ
っ
て
、
越
前
俊
也
氏
は
「
中
原
の
作
品
は
、
ど
う
し
て
も
ロ
ダ
ニ
ス
ト
の

系
譜
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
晩
年
の
仏
像
へ
の
傾
斜
ぶ
り
、

と
り
わ
け
、
彼
が
無
自
覚
の
う
ち
に
収
集
し
て
い
た
小
川
一
真
の
写
真
版
を
検
討
す

る
こ
と
に
よ
り
、「
若
き
カ
フ
カ
ス
人
」「
平
櫛
田
中
像
」
な
ど
の
理
解
は
見
直
さ
れ

る
必
要
が
あ
ろ
う
９
」
と
述
べ
る
。

　

こ
こ
で
《
若
き
カ
フ
カ
ス
人
》
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

　

こ
の
作
品
は
、
一
九
一
九
年
（
大
正
八
年
）
の
作
。
晩
春
、
ハ
ル
ピ
ン
に
い
た
鶴

田
吾
郎
か
ら
共
通
の
友
人
で
あ
る
高
野
正
哉
あ
て
に
、
知
人
の
ロ
シ
ア
人
ニ
ン

ツ
ァ
ー
が
東
京
に
行
く
か
ら
よ
ろ
し
く
頼
む
と
の
連
絡
が
あ
り
、
高
野
が
相
談
に
来

た
。
中
原
は
そ
こ
で
ロ
シ
ア
語
の
わ
か
る
相
馬
黒
光
に
託
す
こ
と
に
し
た
。
ニ
ン

ツ
ァ
ー
が
中
村
屋
に
仮
寓
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
数
日
後
、
相
馬
夫
妻
が
ニ
ン

ツ
ァ
ー
を
連
れ
て
中
原
の
家
を
訪
ね
て
き
た
。
以
後
ニ
ン
ツ
ァ
ー
は
た
び
た
び
中
原

宅
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
八
月
、
ニ
ン
ツ
ァ
ー
を
モ
デ
ル
に
中
村
彝
の
ア
ト
リ
エ

で
制
作
し
た
。
一
週
間
ぐ
ら
い
経
つ
と
ニ
ン
ツ
ァ
ー
が
モ
デ
ル
に
な
る
の
を
嫌
が
り

出
し
、
困
っ
た
中
原
が
妻
・
信
に
相
談
す
る
と
、
晩
餐
会
を
中
村
の
ア
ト
リ
エ
で
開

催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
原
夫
妻
が
ア
ト
リ
エ
に
着
く
と
出
て
き
た
ニ
ン
ツ
ァ
ー

は
信
の
手
を
引
っ
張
っ
て
、
作
り
か
け
の
彫
刻
の
前
へ
連
れ
て
い
き
「
中
原
は
鬼
を

作
り
ま
す
。
こ
れ
見
て
下
さ
い
。
プ
ー
ア
・
ニ
ン
ツ
ア
を
。」
と
、
し
ょ
げ
て
見
せ
、

「
私
、
こ
れ
を
毀
し
て
も
い
い
か
し
ら
。」
と
言
っ
た
と
い
う
10
。
結
局
制
作
は
そ

の
後
一
週
間
で
打
ち
切
り
と
な
り
、
ニ
ン
ツ
ァ
ー
が
壊
す
と
言
っ
て
き
か
な
い
た
め
、

中
原
は
自
宅
で
石
膏
取
り
を
し
、
さ
ら
に
急
い
で
鋳
造
を
頼
ん
だ
と
い
う
逸
話
が

残
っ
て
い
る
。

　

モ
デ
ル
の
ニ
ン
ツ
ァ
ー
を
中
村
彝
の
ア
ト
リ
エ
で
撮
影
し
た
写
真
が
あ
る
が
、
背

景
の
壁
に
は
忿
怒
の
形
相
を
示
す
仏
像
を
石
膏
に
し
た
も
の
が
二
点
掛
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
石
膏
像
に
つ
い
て
、
千
田
敬
一
氏
は
壁
の
石
膏
像
は
「
新
薬
師
寺
の
十
二

神
将
の
忿
怒
」
で
あ
り
「「
若
き
カ
フ
カ
ス
人
」
の
表
情
と
何
か
不
思
議
な
一
致
を

感
じ
さ
せ
る
」
と
述
べ
て
い
る
11
。《
若
き
カ
フ
カ
ス
人
》
に
忿
怒
像
と
の
類
縁
性

を
認
め
る
見
解
は
、
中
原
の
友
人
ら
に
も
あ
る
。
中
村
彝
は
「
近
代
露
西
亜
特
有
の

碌山美術館報　第42号

16



虚
無
的
色
彩
を
帯
び
た
、
驕
慢
で
熱
烈
な
野
獣
的
性
格
が
遺
憾
な
く
表
現
さ
れ
、
手

法
の
明
浄
、
様
式
の
至
純
に
於
て
、
一
見
古
代
の
十
二
神
将
の
像
な
ど
を
思
は
せ
る

（
強
調
筆
者
）12
」
と
、
平
櫛
田
中
は
「
僕
は
密
教
芸
術
、
殊
に
忿
怒
部
の
諸
尊
に

見
る
、
彼
の
偉
大
な
る
強
猛
性
と
、
破
壊
性
と
、
神
秘
性
と
を
此
像
に
見
る
の
で
あ

る
（
強
調
筆
者
）13
」
と
の
言
葉
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、《
若
き
カ
フ
カ
ス
人
》
に
つ
い
て
は
「
仏
像
」（
越
前
氏
）
を
別
に
す
れ
ば
、

多
く
の
者
が
「
十
二
神
将
」（
千
田
氏
、
中
村
）、「
忿
怒
部
の
諸
尊
」（
平
櫛
）、
さ

ら
に
「
鬼
」（
ニ
ン
ツ
ァ
ー
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
激
し
い
表
情
と
結
び
つ
け
、
少

な
く
と
も
人
間
を
超
え
た
存
在
と
結
び
付
け
て
い
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
こ
と
が

興
味
深
い
。
中
原
の
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
日
本
仏
像
・
肖
像
彫
刻
」
の
な
か
に

は
、
た
と
え
ば
東
大
寺
戒
壇
院
の
持
国
天
、
広
目
天
、
増
長
天
、
法
華
堂
の
執
金
剛

神
像
と
い
っ
た
忿
怒
像
が
い
く
つ
か
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
次
号
で
「
日
本

仏
像
・
肖
像
彫
刻
」
を
紹
介
し
た
後
に
《
若
き
カ
フ
カ
ス
人
》
に
つ
い
て
は
あ
ら
た

め
て
感
じ
る
部
分
が
あ
る
と
思
う
が
、
激
し
い
表
情
を
と
る
点
と
《
若
き
カ
フ
カ
ス

人
》
の
特
徴
的
な
面
の
よ
う
な
形
状
と
い
う
二
点
か
ら
「
伎
楽
面
・
舞
楽
面
」
も
そ

の
俎
上
に
載
せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
以
下
に
当
館
に
伝
わ
る
八
点
の
写
真
を

紹
介
す
る
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１　

こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
先
行
研
究
と
し
て
、
越
前
俊
也
「
日
本
の
近
代
彫
刻
と

写
真
―
中
原
悌
二
郎
を
中
心
と
し
て
」『
紀
要
』
北
海
道
立
近
代
美
術
館
／
北

海
道
立
旭
川
美
術
館
／
北
海
道
立
函
館
美
術
館
／
北
海
道
立
三
岸
好
太
郎
美
術

館
、
一
九
九
二
年
、
一
〇
三
―
一
一
〇
頁
参
照
。

２　

中
村
彝
「
中
原
悌
二
郎
君
を
憶
ふ
」『
芸
術
の
無
限
感
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、

昭
和
五
二
年
、
六
五
頁
参
照
。

３　

同
書
、
六
六
頁
参
照
。

４　

同
書
、
六
六
―
六
七
頁
参
照
。

５　

明
治
四
二
年
七
月
一
六
日
の
日
記
、
中
原
悌
二
郎
『
彫
刻
の
生
命
』
中
央
公
論

美
術
出
版
、
昭
和
五
三
年
、
一
一
〇
頁
参
照
。

６　

「
ロ
ダ
ン
の
展
覧
会
を
見
て
」
同
書
、
一
一
頁
参
照
。

７　

「
彫
刻
家
に
な
つ
た
動
機
及
び
そ
の
態
度
」
同
書
、
二
〇
頁
参
照
。

８　

同
書
、
一
九
頁
参
照
。

９　

越
前
、
前
掲
書
、
一
〇
八
頁
参
照
。

10　

中
原
信
『
中
原
悌
二
郎
の
想
出
』
日
動
出
版
部
、
昭
和
五
六
年
、
一
三
〇
―
三

一
頁
参
照
。

11　

千
田
敬
一
「
大
陸
の
魂
―
《
若
き
カ
フ
カ
ス
人
》」、
青
木
茂
／
酒
井
忠
康
監
修

『
日
本
の
近
代
美
術
11　

近
代
の
彫
刻
』
大
月
書
店
、
一
九
九
四
年
、
九
八
頁

参
照
。

12　

中
村
、
前
掲
書
、
八
二
頁
参
照
。

13　

平
櫛
田
中
「
中
原
君
に
就
い
て
僕
の
知
つ
て
居
る
事
」、
中
原
信
編
『
彫
刻
の

生
命
』
ア
ル
ス
、
大
正
一
〇
年
、
二
六
七
頁
参
照
。
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⑥《歩く人》
36.8×26.1㎝
裏面に輸入元の白鳳社の押印と
「Rodin 42133」の鉛筆書

②《ジャン＝ポール・ローランス像》
36.8×26.7㎝
裏面に輸入元の白鳳社の押印と
「42053」の鉛筆書

③《瞑想》
35×26㎝
裏面に輸入元の白鳳社の押印と
「Rodin 42099」の鉛筆書

①《ピエール・ド・ヴィッサン（カ
レーの市民部分）》
35.5×25.5㎝
裏面に輸入元の白鳳社の押印と
「42017B」の鉛筆書

⑤《ラ・フランス習作》
35.2×26.1㎝
裏面に輸入元の白鳳社の押印と
「42130B」の鉛筆書

④不詳
27.2×35.8㎝
裏面に輸入元の白鳳社の押印と
「Rodin 42124」の鉛筆書

⑦《洗礼者聖ヨハネ》
36.1×25㎝
裏面に輸入元の白鳳社の押印と
「Rodin St Jean」の鉛筆書
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⑧書籍の切り抜き
29.8×21.1㎝

⑨書籍の切り抜き
29.5×19.6㎝

⑩書籍の切り抜き
27.2×18.9㎝

⑧の裏面

⑨の裏面

⑩の裏面
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⑤不詳　　34×26.8㎝⑥不詳　　34.8×24.3㎝ ④《崑崙》　　41×27.5㎝
舞楽面崑崙八仙（手向山神社）
の印字あり

②《呉公》　　38.5×29.5㎝
木彫着色伎楽面（伝毘沙門天面）法隆
寺の印字あり

③《力士》　　40.8×27.9㎝ ①《呉公》　　39.4×30㎝
木彫着色伎楽面（伝毘沙門天面）
法隆寺の印字あり

⑧《呉女》　　19.6×15.1㎝ ⑦《呉女》　　35×23.2㎝
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